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はじめに
　日本では，看護系大学や看護学生の急増の一方で，
退学する学生や新人看護師の離職の問題等により，看
護基礎教育のより一層の充実が求められている。その
ため，看護教員の質の向上を目的とした看護教員の継
続教育の必要性とその検討が課題となっている。今後
の看護教員のあり方に関する検討会では，看護師養成
所内において Faculty Development ( 以下 FD と略す )
の一環として，教育能力開発に取り組む必要性が示さ
れている 1）。また，文部科学省の中央教育審議会第 82
回総会「新たな未来を築くための大学教育の質的転換
に向けて」の答申 (2012) では，グローバル社会の高
等教育において，課題解決型の能動的学習であるアク
ティブ・ラーニングへの取り組みの発展と展開が期待
されている 2）。アクティブ・ラーニングという観念は，
もともと米国で確立し，日本に導入されたものである 3）。
教員主導の知識伝達を中心とした従来型の授業しか受
けたことがない教員にとって，学習者の自立性を尊重
した新たな授業形態をイメージし，デザインすること
は困難であり 4)，看護教員においては，それらの能力
を習得するための継続教育の体制も十分とは言えない
現状がある 1）。
　近年，米国を中心に学び続ける組織をいかに構築す
るか，その組織をいかにして発展・維持させていくか
という学校組織の学習共同体に関する研究が進展して
いる 6）。米国では，看護教員の教師養成プログラムの
不足や限定的な FD という背景から，看護教育者自身
が，教育実践を振り返ったり改善したりすることがで
きるよう組織的な支援の提供が推奨されている 5)。そ

のため米国では，個々の看護教員や看護師養成機関に
おいてアクティブ・ラーニングなどの学習者の自立性
を尊重した授業展開が活発に行われているものと予測
される。
　日本では，戦後米国よりもたらされた看護教育に
よって，その基盤がつくられ 7)，その後も看護理論や
看護診断など，米国の影響を受けながら発展してきた。
こうしたことから，日本の看護教員の授業力向上への
取り組みと組織的支援のあり方についての示唆を得る
ために，本研究では、米国の看護教員が，授業力の向
上に向けてどの様な取り組みを行っているのかを明ら
かにすることを目的とした。
　本研究では，授業は，講義・演習・実習にとどまら
ず，教育的なかかわり全般をふくむもの 8) と定義する。
吉崎は，教師の授業に対する能力を授業に関する信念，
授業についての知識，授業についての技術の 3 つの側
面で捉えている 9)。本研究では，看護教員の授業力を
授業に関する信念，授業についての知識，授業につい
ての技術と定義する。

方法
1 ．研究デザイン

　本研究は，質的帰納的研究デザインとした。質的研
究は，研究参加者の見方に入り込み，関心のある現象
について自然な文脈の破壊を最小限にしながら探求す
ることができる方法である 10)。この方法を用いること
で，米国の看護教員の授業力向上のための取り組みの
特徴について，研究参加者の視点からありのままに理
解することができると考えた。
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2 ．研究参加者
　研究参加者の募集は，第二著者及び第四著者の知人
が勤務する米国のテキサス州にある 1 か所の 4 年制看
護大学，およびカリフォルニア州にある １ か所の 4 年
制看護大学と 1 か所の看護短期大学に依頼した。研究
参加者の選定基準は、1) 授業力を高めるための研修を
大学内で企画・運営している教員，または 2) 授業力
を身につけるために大学内または大学外での研修に参
加したことのある教員で，本研究に協力可能な方，の
2 点である。

3 ．データ収集期間
　2015 年 5 月から同年 9 月

4 ．データ収集方法
　インタビューは，研究参加者が勤務する看護師養成
機関の個室または米国のホテルの個室で，面談または
テレビ電話によって行った。なおインタビューは，第
四著者または専門家による通訳を介して，第一著者と
第二著者が行った。インタビューは，「授業力を高め
るために取り組んでいること」などインタビューガイ
ドに沿って，半構成的面接を約 30 分から 90 分実施し
た。インタビューでの発言は，研究参加者の許可を得
て，ボイスレコーダーに録音した。

5 ．分析方法
　分析は、北・谷津 10）の方法を参照して以下の手順で
行った。まず音声データを逐語録化し，逐語録を繰り
返し精読した。そして，米国の看護教員の授業力向上
のための取り組みに着目しながら，データを意味が損
なわれない範囲で区切りコード化した。次にコードを
意味内容の類似性・差異性に基づいて分類し，サブカ
テゴリーを抽出した。さらにサブカテゴリー同士を比
較・分類し，カテゴリーを抽出した。

6 ．真実性の確保
　結果の真実性を確保するために，データは，第一著
者がコード化を行った後，全著者で審議し，サブカテ
ゴリー，カテゴリー化を行った。また分析結果につい
ては研究参加者に提示し，結果が研究参加者の意図と
相違ないことを確認した。

7 ．倫理的配慮
　本研究は，研究者の所属機関の医学倫理審査委員会
で承認を得た（承認番号：15-02）。この研究は，人を
対象とする医学研究の倫理原則 11）に従って行った。研

究参加者には，調査の目的，方法，プライバシーの保護，
調査への参加および撤退の自由などについて，調査の
書面および口頭による説明を行った後，書面による同
意を得た。

結果
１ ．参加者の概要

　参加者は合計 ７ 名であり，うち 2 名は 4 年制看護
大学，5 名は看護短期大学の看護教員であった。教員
経験年数は，5 年から 25 年であった。

２ ．分析の概要
　7 名のインタビューから，授業力向上のための取り
組みに関する 104 の文脈から 29 個のサブカテゴリーと
9 のカテゴリーが抽出され，カテゴリーは，学外の取
り組み，学校組織の取り組み，教員個々の取り組みの
3 つの側面に分類された ( 表 １)。

３ ．カテゴリーの内容
　以下に，カテゴリーは【】，サブカテゴリーは＜＞，
生データを「」で表す。
　1) 学外の取り組み
　このカテゴリーの側面は，継続教育などの学外の取
り組みのことであり，【州で義務付けられた継続教育】
と【豊富な研修内容の提供】の 2 つのカテゴリーで構
成された。
　(1)【州で義務付けられた継続教育】
　州で義務付けられた継続教育における単位取得に関
する取り組みであり，＜通信やインターネット研修を
自由に組み合わせる＞＜学会・研修の単位を互換する＞
という 2 つのサブカテゴリーで構成されていた。
＜学会・研修の単位を互換する＞例

「2 年ごとに 20 時間の単位の継続教育を履修する必要
があります。学会参加やプレゼンテーションの経験も，
認められれば州の単位に互換してくれます」
　(2)【豊富な研修内容の提供】
　米国では，継続教育の履修が必須であることから，
看護協会や大学等で豊富な研修内容が提供されてい
た。＜アメリカ看護協会による無料研修を受講する＞
＜教育学や哲学を履修する＞という 2 つのサブカテゴ
リーで構成されていた。
＜教育学や哲学を履修する＞の例

「教育学に関するコースもあり，教育理論や教育方法が
学べます」「学生への発問やどのように答えさせること
が良いのかを学びました」「看護や哲学の勉強が，最も
勉強になりました」
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　2）学校組織の取り組み
　このカテゴリーの側面は，学校組織の取り組みのこ
とであり，【教員の自立支援体制の整備】，【学習の機会
の確保】，【授業評価の機会の確保】の 3 つカテゴリー
で構成された。
　(1)【教員の自立支援体制の整備】
　看護教員の自立や臨床診療から教育への移行をサ
ポートするためのシステムが学校組織の取り組みとし
て整備されていた。＜メンタリングにより若手・新人
看護教員を育成する＞＜看護学生のためのハンドブッ
クを活用する＞＜授業コースのチェックリストを策定
する＞という ３ つのサブカテゴリーで構成されてい
た。
　＜メンタリングにより若手・新人看護教員を育成す
る＞の例

「メンタリングのシステムは，新人看護教員のためのも
のです」，「臨床ですごくスキルが高い看護師でも，教
育のバックグラウンドがないと授業が下手で学生が聞
いてくれず落ち込んで辞めていくことになるので，必
ずメンターが必要です」
　(2)【学習の機会の確保】
　学校組織として個々の看護教員の授業力を高めるた
めに教育に関する学習の機会が確保されていた。＜授
業改善のための学内会議を開催する＞＜学会や研修参
加費の助成を受ける＞＜国内外から講師を招聘する＞
＜看護学部長から情報が提供される＞＜地域の繋がり
を意識して他校と連携する＞という ５ つのサブカテゴ
リーで構成されていた。

＜授業改善のための学内会議を開催する＞の例
「授業のトピックがあれば，教員会議で授業を良くする
ための方法について話し合うこともあります」
＜看護学部長から情報が提供される＞の例

「学生が多角的に学ぶための情報を他の看護教員に伝
えるようにしています」
　(3)【授業評価の機会の確保】
　学校組織として個々の看護教員に授業評価の機会が
確保されていた。＜年一回の授業参観と評価レポート
を義務づける＞＜看護学部長による全看護教員への授
業参観と助言＞＜自己評価と学生評価を分析する＞と
いう ３ つのサブカテゴリーで構成されていた。
＜年一回の授業参観と評価レポートを義務づける＞の
例

「授業を見学したら，それを振り返ってレポートを書く
ことが義務付けられています」
＜看護学部長による全教員への授業参観と助言＞の例

「予告なしに授業に入って，授業を担当した教員に気づ
いたことについて伝えています」

　3）教員個々の取り組み
　このカテゴリーの側面は，看護教員個々の取り組み
であり，【学生の主体性を育む授業構想】，【学生の目線
に立った教育】，【授業改善のための対話】，【看護師か
つ看護教員として情報をアップデートする】の 4 つの
カテゴリーで構成された。
　(1)【学生の主体性を育む授業構想】
　米国の看護教員は，学生の主体性を育むために様々

表 １．米国における教員の授業力向上のための取り組み
表１．米国における教員の授業力向上のための取り組み 

 

 

側面 カテゴリ サブカテゴリ コードの一例
通信やインターネット研修を自由に組み合わせる 州で義務付けられた継続教育は、通信やインターネットの研修を自由に組み合わせて履修できる
学会・研修の単位を互換する 学会のセミナーや学内の研修会を実施した場合も申請により単位互換される
アメリカ看護協会による無料研修を受講する アメリカの看護師協会が主催する無料の研修に出ると10時間になる
教育学や哲学を履修する 教育学コースの教育概念、理論、教育方法についての単位は、看護教員になる前に取得できる
メンタリングにより若手・新人看護教員を育成する 新人看護教員を対象にメンタリングシステムがあり、教育以外のこともサポートしている
看護学生のためのハンドブックを活用する 看護プログラムや学校のルールに関する情報が掲載されている
授業コースのチェックリストを策定する 授業のコースについてのチェックリストに沿ってメンターが新人看護教員に指導をしている
授業改善のための学内会議を開催する 学校を良くしていくための一つとして授業改善の話し合いが会議で行われている
学会や研修参加費の助成を受ける 研修参加費を大学が負担してくれることもある
国内外から講師を招聘する ワークショップの開催校がテーマを決めて海外などから外部講師を招聘している
看護学部⻑から情報が提供される 学生が多角的に学べるようにするための方法を他の看護教員にも伝えている
地域の繋がりを意識して他校と連携する 州立大学と連携し授業を参観し合う取り組みをしていた
年一回の授業参観と評価レポートを義務づける 他の教員の授業参観とその評価レポートの作成を1年に1回義務付けられている
看護学部⻑による全看護教員への授業参観と助⾔ 学生からの授業評価を改善するためにもすべての看護教員の授業参観と授業評価をしている
自己評価と学生評価を分析する 自己評価と学生評価が一致しない点を分析している
学生参加型の授業 看護教員ばかりが話す授業にならなういようにアクティブラーニングや反転学習を取り入れている
事前学習への意欲と機会を工夫する 学生に事前学習をどれだけさせることができるかが看護教員の力として大事である
シミュレーションを活用した効果的な教育方法を開発する 批判的思考と臨床判断を強化するためにシミュレーション方法を開発している
楽しい学習体験を取り入れる 創造的で楽しい教室活動を作成して、学生の学習を強化する
学生の自信や効力感を引き出すことを大切にする 学生が自信や効力感をもてるように熱意を持って応援している
学生個々の力を育む方法を考える 支援とサポートが必要な学生を特定し、学習をサポートするためのタイムスケジュールを作成する
学生が人前で恥ずかしい思いをしないように配慮する 課題をやっていない学生に対しても、あまり恥ずかしい思いをしないように配慮している
看護教員間の自発的な授業参観とリフレクションの機会をもつ 看護教員同士で授業を参観し、リフレクションをして授業改善に努めている
授業を担当した看護教員に敬意を伝える 上手く機能している教育戦略と改善が必要な教育戦略について、授業を担当者に敬意を伝える
ベテラン看護教員から吸収する 授業のテクニックは人から学んで獲得できないためベテラン教員の良いところから吸収する
もらった助⾔を授業改善に活かす 他の看護教員に授業に入ってもらって授業の意見を聞いて、授業改善している
看護分野の知識を維持する 学生が安全な患者ケアに関する最新情報を確実に受け取るようにする
授業方略を学ぶ 授業をアクティブにしていくための方法は、20年以上の看護教員経験のなかで思考していった
看護師としての責任を意識する 看護師である以上、新しい情報をアップデートしていく責任がある
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な観点で授業構想に取り組んでいた。＜学生参加型
の授業＞＜事前学習への意欲と機会を工夫する＞＜シ
ミュレーションを活用した効果的な教育方法を開発す
る＞という ３ つのサブカテゴリーで構成されていた。
＜学生参加型の授業＞の例

「学生が主体的に学習する方法としてアクティブ・ラー
ニングや反転授業をしています」
　(2)【学生の目線に立った教育】
　米国の看護教員は，学生の目線に立った教育に取り
組んでいた。＜楽しい学習体験を取り入れる＞＜学生
の自信や効力感を引き出すことを大切にする＞＜学生
個々の力を育む方法を考える＞＜学生が人前で恥ずか
しい思いをしないように配慮する＞という ４ つのサブ
カテゴリーで構成されていた。
＜楽しい学習体験を取り入れる＞の例

「真面目に一生懸命あれもこれもと教えたときは，み
んな退屈そうな顔をしているのでもっと面白いレク
チャーで笑わせて，その記憶と学習が繋がるようにし
ています」
　(3)【授業改善のための対話】
　米国の看護教員は，授業改善のために同僚との対話
に取り組んでいた。＜看護教員間の自発的な授業参観
とリフレクションの機会を持つ＞＜授業を担当した看
護教員に敬意を伝える＞＜ベテラン看護教員から吸収
する＞＜もらった助言を授業改善に活かす＞という ４
つのサブカテゴリーで構成されていた。
＜看護教員間の自発的な授業参観とリフレクションの
機会を持つ＞の例

「授業参観後は，授業の良かったところや改善した方が
いいことについてリフレクションをしています」
　(4)【看護師かつ看護教員として情報をアップデート
する】
　米国の看護教員は，看護師かつ看護教員として常に
最新の看護や教育に対する情報をアップデートしてい
た。＜看護分野の知識を維持する＞＜授業方略を学ぶ＞
＜看護師としての責任を意識する＞という ３ つのサブ
カテゴリーで構成されていた。
＜看護分野の知識を維持する＞の例

「新しい薬や技術を学習し，常にアップデートしていま
す」
＜授業方略を学ぶ＞の例

「授業をアクティブにしたり学生が主体的に勉強する
ための方法を学んでいます」

考察
　米国の看護教員の授業力向上のための取り組みにつ

いて質的帰納的に分析した結果，学外の取り組み，学
校組織の取り組み，教員個々の取り組みがなされてい
ることが明らかになった。各取り組みから見えてきた，
米国の看護教員の授業力向上の支援の特徴と日本の課
題について論述する。

1 ．学外の取り組み
　米国は，【州で義務付けられた継続教育】制度があり，
単位取得の機会として【豊富な研修内容の提供】がな
され，その教育内容は，看護師ライセンスにおける根
拠法である各州の Nursing Practice Act の基準によっ
て担保されていた 12)。日本では，FD の企画運営に携
わる看護教員が直面している活動上の問題として、「看
護教員の多様な学習ニードを充足させる FD プログラ
ムを企画することは困難である」など 13)，学校単体で
運営していくことの困難さが挙げられている。個々の
看護教員のニーズに合った学習を計画的に進めて行く
ためには，各施設等でプログラムされた教育以外の多
様な機会 ( 学会，セミナー，通信添削など ) を利用す
るほか 12)，オンライン教育など多様な機会で受講でき
る仕組みを構築していく必要があると考える。先行研
究において米国では，経験豊富な看護師であっても，
その学問や臨床的専門知識は，看護教員としての役割
理解に役立たなかったことが指摘されている 14)。その
ため米国の継続教育では，＜教育学や哲学を履修する＞
機会が設けられていると思われる。日本では，教育研
修の履修の有無がバーンアウトに関連していること 15)

や，看護教員の教育学や教育論の視点の不足が指摘さ
れている 1) との見解もあるため，教育学を履修する機
会の設定が重要であろう。

2 ．学校組織の取り組み
　米国では，【教員の自立支援体制の整備】として＜メ
ンタリングにより若手・新人看護教員を育成する＞こ
とが行われていた。メンタリングは，個人のキャリア
発達における支援機能である 16)。米国では，指導・支
援関係にある者をメンターと呼ぶメンタリングの概念
が発達しており 17)，新人看護教員が教員としての役割を
果たすうえで，メンターの重要性が示唆されている 18)。
米国では，看護教員の高齢化等の要因によって看護教
員の不足が課題となっている 19) ことから，新人看護教
員であっても初年度から多くの授業準備や委員会など
に関与しなければならない 14)。そのため新人看護教員
の自立支援に力が注がれ，【学習の機会の確保】や看
護教員個々の【授業評価の機会の確保】が設けられて
おり，学校全体の教育力が担保されていた。日本でも，
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学生理解や臨地実習指導における指導力と調整力の形成
など様々な教育実践能力が求められていることから 20)，
新人看護教員は，教育手法や実習指導方法など大学に
研修の機会があることを望んでいる 21)。従って米国の
学校組織の取り組みは，新人看護教員への支援のみな
らず，看護教員の支援として有益であろうと考える。
しかし，メンタリングにおいては，看護教員同士のス
ケジュール調整、人格の違い，その他の理由により，
メンター関係は常に良好とは限らないことが指摘され
ている 14）。そのため教員の成長を支援するためのメン
タリングのあり方について，さらなる検討が必須であ
ろうと考える。

3 ．教員個々の取り組み
　米国の教員は，【学生の主体性を育む授業構想】に
取り組んでいた。日本でも学生の学習への主体性を促
進するための教授活動がなされており 22)，学生の主体
性を強化することは，日米共通の取り組みである。米
国では，マイノリティーの学生が増加しており，多様
性やマイノリティーの学生に対する支援が課題となっ
ている 19)。そのため【学生の目線に立った教育】の探
究が行われていた。そして高い臨床スキルと判断力，
親しみやすい性格特性，対人関係を発展させる能力と
いった学生が望む看護教員 23) としての成長を図るため
に【看護師かつ看護教員として情報をアップデートす
る】ことに努めていた。またそれは，同僚の看護教員
との【授業改善のための対話】によって行われていた。
同僚などの他者との対話や共同は，教員の反省的成長
を促し，活性化することが明らかにされている 24)。日
本では，新人看護教員が迷いながら業務を実施してい
く中で，仕事に対する達成感は希薄となり，働きがい
がないと感じ，自信がなく自分の居場所がない状態に
陥っていることが報告されていることから 25)，同僚と
の対話のなかで，授業改善のための示唆をえることが
必要であろうと考える。その際，＜授業を担当した看

護教員に敬意を伝える＞ことも同僚との関係を円滑に
図るうえで，忘れてはならないことであろう。
　本研究は，米国のテキサス州およびカリフォルニア
州の 3 か所の看護師養成機関で参加者を募集した。そ
のため，参加者は 7 名とサンプルサイズは小さい。従っ
て本研究によって得られた知見は，米国の看護教員の
あらゆるケースに適応できるとはいえない。しかし，
米国の看護教員の授業力向上の支援についての特徴を
明らかにすることができたことは，日本の看護教員の
授業力を高めるための取り組みの示唆を得ることがで
きたと考える。今後は，様々な国内外の看護教員の取
り組みについて言及していくために研究を継続するこ
とが課題である。

結語
　本研究では，米国の看護教員の授業力向上のための
取り組みに関して質的帰納的分析の結果，【州で義務付
けられた継続教育】【豊富な研修内容の提供】【教員の
自立支援体制の整備】【学習の機会の確保】【授業評価
の機会の確保】【学生の主体性を育む授業構想】【学生
の目線に立った教育】【授業改善のための対話】【看護
師かつ看護教員として情報をアップデートする】の 9
カテゴリーが抽出され，さらに学外の取り組み，学校
組織の取り組み，教員個々の取り組みの 3 つの側面に
分類された。こうしたことから，看護教員の授業力の
向上には，看護教員が主体的かつ継続的に学べる機会
の組織的な体制整備と保障が重要であると考える。
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Efforts to improve the teaching ability of nursing instructors in the United 
States

Satomi Ikeuchi, Tomomi Goda1), Toshiyuki Kihara2), Yoshie Nishida3)

Abstract
Purpose: Nursing education in Japan has been influenced by that of the United States. 
This report presents initiatives undertaken to enhance the teaching ability of nursing 
instructors in the United States, with the aim of finding ways to improve the teaching 
ability of their counterparts in Japan.
Study participants: Seven nursing instructors employed at nurse training institutions in 
Texas and California, USA. 
Research period: May to September 2015.
Method: Two interviewers conducted a semi-structured 30-90 minute long interview 
through interpreters about efforts to improve the effectiveness of classes. Interviews were 
conducted in a private room of the nurse training institution where the study participants 
work or by videophone. 
Analysis method: A verbatim transcript of the interview was created, and the efforts to 
improve the effectiveness of lessons were summarized according to the commonality of 
semantic content. In addition, subcategories, categories, and aspects were extracted. The 
study was approved by the medical ethics review committee of which the researcher is a 
member and conducted in consideration of ethical practices such as ensuring anonymity 
(Approval Number 15-02). 
Results: There were found to be 104 contexts in which efforts were being made to 
improve the teaching ability of nursing teachers in the United States, and these were 
divided into 29 subcategories. The subcategories were grouped into nine categories, 
including “state-required continuing education,” “providing plentiful training content,” 
and “improving the system for supporting teachers' independence.” Finally, these nine 
categories were grouped into three aspects: off-campus efforts, school organization efforts, 
and teachers' individual efforts.
Discussion: In the United States, there were comprehensive efforts to improve teachers' 
teaching ability, including off-campus initiatives, school organization initiatives, and 
individual teacher efforts. These efforts indicated that in order to improve the teaching 
ability of nursing teachers, it is important to establish and guarantee a well-organized 
system of opportunities for nursing teachers to learn independently and continuously.


